
セーフティノーツ 
パラグライダー UP Trango 3M DHV GS-01-1603-07, UP Trango 3S DHV GS-01-1632-07,UP 
Trango 3S/M DHV GS-01-1633-07,UP Trango 3L DHV GS-01-1634-07,UP Summit XC SM DHV 
GS-01-1733-08, UP Summit XC S DHV GS-01-1734-08, UP Summit XC M DHV GS-01-1735-08, UP 
Summit XC L DHV GS-01-1736-08, UP Pico S DHV GS-01-1737-08, UP Pico XS DHV 
GS-01-1743-08, UP Pico M DHV GS-01-1744-08, UP Pico L DHV GS-01-1761-08 
 
UP Pico XS, DHV GS-01-1743-08 
UP Pico S, DHV GS-01-1737-08 
UP Pico M, DHV GS-01-1744-08 
UP Pico L, DHV GS-01-1761-08 
UP Pico XXS, 型式証明なし 
この勧告は、上記モデルの修正０１に関するものである。修正番号は、製造番号で識別できる：例 Pico 
M:XA45M-01-…太字の番号が修正番号を示す。修正番号が０２の Pico は、アラミドラインなのでこの

勧告の対象ではない。 
UP Summit XC S, DHV GS-01-1734-08 
UP Summit XS SM, DHV GS-01-1733-08 
UP Summit XC M, DHV GS-01-1735-08 
UP Summit XC L, DHV GS-01-1736-08 
UP Summit XC XS, 型式証明なし 
この勧告は、上記モデルの修正０１に関するものである。修正番号は、製造番号で識別できる：例 
Summit XC-M:XC07M-01-…太字の番号が修正番号を示す。修正番号が０２の Summit XC は、アラミ

ドラインなのでこの勧告の対象ではない。 
UP Trango 3S, DHV GS-01-1632-07 
UP Trango 3SM, DHV GS-01-1633-07 
UP Trango 3M, DHV GS-01-1603-07 
UP Trango 3L, DHV GS-01-1634-07 
UP Trango 3XS, 型式証明なし 
UP Trango 3XL. 型式証明なし 
この勧告は全ての Trango 3 モデルが対象である。 
上記モデルは、Liros 社製ＤＣシリーズのダイニーマラインが取り付けられている。これらのラインは、

使用するにしたがって縮み、Ｃ，Ｄラインで顕著である。収縮は高温にさらされた（高温の地面に放置

するなど）グライダーほど、そして重量範囲の下限で飛ばれたものほど大きい。収縮は、スタートの難

しさや飛行中のトリム速度の低下で判断できる。 
UP International GmbH 社は、以下の安全勧告を発行した： 
UP International GmbH 社は、上記モデルの所有者に Liros 社製ダイニーマのＣ，Ｄラインのミドル

ラインとトップラインを交換するよう勧告する。所有者にはアラミドラインのセットが無償で提供され

る。ラインの交換には、最寄りのスクールあるいは、サービスセンターにコンタクトすることを勧告す

る。所有者は、ただちに UP International GmbH あるいはディーラーにコンタクトするように。 
Garmisch Partenkirchen,２００９年８月１８日 
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